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最 近分 離 した各 種 病原細 菌 のClindamycinお よびLincomycin

に対 す る感 受性 に つ いて
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1968年1月 か ら4月 ・まで に 各種 臨 床 材 料 か ら 分 離

さ れ た 病 原 細 菌 類,す なわ ち黄 色 ブ ドウ球 菌,溶 血 レ

ンサ 球 菌,肺 炎 球 菌,腸 球 菌,Haemophiius,大 腸 菌 ,

Klebsiella,mewa菌,各 種 嫌 気性 菌 のClindamycin(CLM>,

Lincomycin(LCM>感 受 性 を 測 定 し,両 者 の 抗菌 力 を 比

較 した。 ま た 大 部 分 の 菌 種 に つ い てErythromycin(EM)

感 受 性 も 測 定 し,CLM,LCM感 受性 と比 較 した。

また マ ク ロ ライ ド剤 は アル カ リ側 で 抗 菌 力 が 著 る し く

増 大 す る こ とが 知 られ て い るの で,CLMに も同 様 の現

象 が 見 られ る か ど うか を し らべ るた め に,pH7.2の 普

通 培 地 で はCLMに 耐 性 の 大 腸 菌 を 用 い て,培 地 のpH

に よ る抗 菌 力 の 相違 につ い て実 験 した。

工 実験材料および方法

(1)各 種 臨床材料か ら分離 された下 記菌株 のCLM,

LCM,EM感 受性 を日本 化学療 法学 会標準法1)に準 じて

測定 した。

抗生物質 の濃度段階は100mcg/mlか ら2倍 希釈段階

と した。そ して溶血 レンサ球菌,肺 炎 球菌,腸 球菌 では

5%羊 脱線維素血 液加HeartInfusien寒 天,HaemoPhilus

では上記 を加熱 した チ ・コレー ト寒天、その他の好気性

菌ではHeartInfusion寒 天を用いた。 また嫌気性菌で

は5%羊 脱線維素血液加LiverVeal寒 天を用い,黄 燐

燃焼 法で嫌気的に培養 した。そ して結 果の判定は,好 気

性菌 の場合 と異な り,48時 間培養後行 なつた。

(2)次 に大 腸菌2株 を用い,液 体培地(BrainHeart

Infusion)のpHを6,7,8,9に 修正 し,CLM,LCMの

最小発育阻止濃度(MIC)が どの よ うに変化す るかを し

らべた。す なわ ち小試験 管に種 々の濃度に薬剤を含んだ

培地 を3m1ず つ入れ,そ れに被検菌 のBrainHeart

Infusion24時 間培養 を生理食塩液 で1,000倍 に希釈 し

た ものを0・Imlず つ加え,37℃24時 間後 に菌 の発育

の有無を しらべた。
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elI .実 験 結 果

D各 種病 原細菌 の感受性

a)黄 色ブ ドウ球 菌

52株 の感受性 は表1の ごと くで,図 五で明 らかなよ

うに,CLMのMICはLCMの1/2以 下 であ る。 なお

表1でCLMお よびLCMの100mcgfm1に 発育す る

株ヵU9株 あるが,こ れ らはいずれ もEMの100mcg/

m1に 発育 した。EM100mcgiml耐 性株の うち残る8

株は,す べ てCLMのO.78mcglml,LCMの6.25mcg/

mlで 発育 を阻止 され た。

b)溶 血 レンサ球 菌 と肺炎球菌

溶血 レンサ球菌43株,肺 炎球菌15株 の感受性は表

2,3の ご と くで,図2で 明 らかな ごと く,溶 血 レンサ球

菌 の1株 を除 き,CLMのMICがLCMの1/2以 下

であ る。 なお表2,3に 見 られ るよ うに,EMのMIC

はCLMの それに類似 してい る。

溶血 レンサ球菌,肺 炎球菌 にはCLMは もちろん,

EM,LCMに 耐性 と考 え られ る菌 は検出 されなかつた。

c>腸 球菌

27株 の感受性 は表4に 示 す ごと く,CLM,LCMの

MICは,一 般 にEMよ りは大 きい。 なおCLMと
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表1黄 色ブ ドウ球菌52株 の感受性
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図1黄 色 ブ ドウ球菌 におけ るCLMとLCMのMICの 相関
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d)HaemePhilus

27株 の 感受 性 は表5の こ と く,

CLM,LCMのMICはEMよ りか

な り大 きい。 な おCLMとLCM

を比 較 す る と,上 記 グ ラ ム陽 性 球 菌

の場 合 と同様,CLMのMICが

LCMの112以 下 の ものが 大 部 分 で

あ る。
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表2溶 血 レンサ球菌43株 の感受性

緑膿 菌

表6に 示 す ごと

く,ほ とん どすべ

てがCLMの100

mcg/mlで も発育

を阻 止 され なか つ

た。

f)嫌 気性菌

各種嫌気性菌計

53株 の 感受性は

表7,8,9,10,11に 』

示 すごと く,ま た

図3で 明 らか なよ

うに,大 部分 の菌

株において,CLM

のMICがLCM

の1/2以 下 で あ

る。
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表3肺 炎球菌15株 の感受性
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LCMのMICを 比 較す ると,図2の ごと く大部分にお

いてCLMのMlcがLCMの1/2以 下 であ る。

グラム陽性 球菌,グ ラム陽性桿菌は,い ずれ もCLM,

LCM,EMに 感受性であ るが,Veiltonelaに 対 しては,

EMはCLM,LCMと くらべ てMICが 大 きい。 なお

17eillonellaではLCMに 感受性の低い菌 が1株 見 られ

た◇

グラム陰性桿菌ではCLM,LCMい ずれに対 して も

MICの 大 きい ものか ら小 さい もの までい ろ い ろ で あ

るQ

2>培 地 のpHとMICの 関係

大腸菌2株 を用いた実験成績 は=表12,13に 示すご と

く,CLM,LCMと もにpH9の 場合に抗菌力が著 る し

く増大す るこ とを認 めた。

IIL考 案

私 どもが最 近臨床材料か ら分離 した黄 色ブ ドウ球菌,

溶血 レンサ球 菌,肺 炎球菌,腸 球菌,魚 俄ψ屠μ∫,大腸

菌,Klebsiella,緑 膿菌,嫌 気性菌各種のCLM感 受性 を
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表IO無 胞子嫌気性 グラム陽性桿 菌8株 の感受性 表13培 地 のpHと 抗 薦 力(2)(mcg/ml>
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測定 した ところ,CLMは 黄 色ブ ドウ球菌 の約60%,

溶血 レンサ球菌,肺 炎球菌 のすべ て,嫌 気性 グラム陽性

球菌お よび陽性桿菌 の大 部分を,1.56mcg/mlな い しそ
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れ 以下 で発育を阻止 した。 とくに溶血 レンサ球菌,肺 炎

球 菌はすべ て0・10mcg/m1の 微量 で発育 を阻止 された。

しか し本剤は グラム陰性 桿薗,と くに大腸菌,Ktebsiella,

緑膿菌 の大 部分には,IOOmcg/mlの 高濃度を もつ て し

ても発育 を阻止 できなかつた。

ところで嫌 気性菌 は一般にLCMに 感受性 の ものが多

い ことが知 られ ている2)が,CLMはLCMよ りも抗菌

力が大 きい。ただBacteroidesそ の他 グラム陰性桿菌で

は,感 受性 の強 いものか ら弱い もの までいろい ろのもの

がみ られ る。嫌気性 グラム陰性桿菌 と一 口に言つ ても,

菌種に よつ てLCM感 受性がちが うことが知 られてい る

ので3)・CLMに 対 す る感受性 も菌種に よつて当然相違

す るであろ う。 この点については今後 の検討を必要 とす

る。

大腸菌,1(lebsiella,緑膿菌 を除 く他 の菌種については,

CLMのMICをLCMの それ と比較 したが,い ずれの

菌 種において も,CLMのMICがLCMの1/2ま たは

嫌気性菌にお け るCLMとLCMのMICの 相関
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それ以下 の ものが大部分か,あ るいは

ほ とん どであつ た。

また私 どもは,LCMが マ クロライ

ド剤 と抗菌 スペ ク トルが類似 してい る

ので,マ ク ロライ ド剤の1つ で あ る

EMに っい ても,大 部分の菌種 で同時

に感受性を測定 した。黄 色ブ ドウ球菌

ではCLM,LCMの100mcg/mlに

発育す る菌 はすべ てEMの100mcg!

m1に 発育 したが,EM100mcg/ml耐

性で もCLM,LCMに きわめ て感受

性の高い菌 株 も認 め られた。溶血 レン

サ球 菌,肺 炎 球菌 では,EMはCLM

と似たMICを 示 した が,腸 球菌

Haemepnvusで は,CLMよ りもむ し

ろ強 い抗菌 力を 示 した。 嫌気性菌 で
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は,グ ラム陽 性球菌,陽 性桿菌でCLMと 似た抗菌 力を

示すが,Veillonellaで はCLM,LCMよ りも抗菌 力が弱

いφ

次にCLM,LCMと もに,マ ク ロライ ド剤 と同様に,

アル カ リ性の培 地で強い抗菌力 を示す こ とが 確 認 さ れ

た。 すなわちpH7.2の 普通培地 では,工CMは もちろ

んCLMの100mcg/m工 で も発育 を阻止 され ない大腸菌

を用いて実験 した ところ,pH9の 培地でCLMの50～

100mcg/m1,LcMの50～200mcg/mltlcよ つ て発 育 を

阻止 され るこ とが わかつた。LCMま たはCLMを グ

ラム陰性桿菌に よる尿路感 染に使 用 して効果が認め られ

る場合があ ると聞 くが,尿 のpHを アル カ リ側に傾け る

よ うにすれば,LCM,CLMの 抗菌力が増強 され,大 腸

菌そ の他腸 内細菌 も発育 を阻止 され る可能性 もあ ろ う。

IV.結 語

私 どもは最近分離 した黄 色 ブ ドウ球 菌,溶 血 レソサ球

菌,肺 炎球菌,腸 球菌,HaemePhilUS,大 腸菌,Klebsiella,

緑膿菌,嫌 気性菌 各種 合計298株 のCLM,LCM,EM

感受性 を測定 し,ま た大腸菌2株 を用 いて,培 地のpH

に よるCLM,LCMの 抗菌力の差を検討 し,次 の結論

を得た。

り 溶 血 レソサ 球 菌,肺 炎 球 菌 のす べ て,嫌 気 性 菌 の

大 部 分,黄 色 ブ ドウ球 菌 の約60%はCLMに 感 受 性 で

あ つ た 。しか し グ ラム 陰 性桿 菌,と くに 大 腸 菌,Klebsiella,

緑 膿 菌 は ほ とん どCLMに 耐 性 で あ つ た。

2)CLMとLCMの 抗 菌 力 を比 較 す る と,す べ て

の 菌 種 で 大 部 分 の 菌 株 は,CLMのMICがLCMの

1/2以 下 で あ つ た。

3)黄 色 ブ ドウ球 菌 でCLM,LCM耐 性 株 は す べ て

EM耐 性 で あ つ た が,EM耐 性 でCLM,LCMに 感 受

性 の 強 い 株 も見 られ た。

4>CLM,LCMと もに 培 地 のpHが アル カ リ性 と

な る と,抗 菌 力 が 増 強 され た。
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SENSITIVITY OF RECENTLY ISOLATED PATHOGENS TO 

        CLINDAMYCIN AND LINCOMYCIN

 Nozomu  KOSAKAI & JUN IGARI 

Department of Clinical Pathology, Juntendo University School of Medicine 
 TOYOKO  OGURI 

         Clinical Laboratory, Juntendo University Hospital

 A total of 298 strains of recently isolated pathogens, i.e. Staphylococcus aureus, hemolytic streptococci, 

pneumococci, enterococci, Haemophilus, Escherichia coli, Klebsiella, Pseudomonas, and several species of 
anaerobes were tested for their in vitro susceptibility to clindamycin and lincomycin by a plate dilution 
method. 

 Both clindamycin and lincomycin are effective in vitro  to gram-positive cocci and anaerobes but not 
to gram-negative bacilli, especially Escherichia coli, Klebsiella and Pseudomonas. For almost all species 
of tested pathogens clindamycin was more effective than lincomycin. 

 Inhibitory effect of clindamycin and lincomycin for 2 strains of Escherichia coli was much increased 
in alkaline medium (pH  9).




